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1. 目的 

 n次元空間における spndn-1
混成原子軌道の関係を統合する数学的な体系化について, 研究した. 

2. 方法および結果 

 n次元の spndn-1
混成原子軌道の角部分の式について, 立体構造(Structure), 頂点(Vertex), 稜(Edge), 面

(Face), 胞(Cell)の関係を明らかにした(表 1). この結果, n次元の spndn-1
混成原子軌道の立体構造が, 頂点, 

稜, 面, 胞の数を表す一般式にもとづき統一的に表現できた. 表 1は, χn,1の場合のまとめである. 本研究では

さらに, χn,mの一般式を(1), (2)のように求めることができた. 以上により, n次元空間の中での spndn-1
混成原子軌

道をすべて統一的に表現できた. 

 

 

 

 



Table 1. n-dimensional spndn-1 hybridized atomic orbital 
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